
　地球温暖化の進行や生物多様性の危機など、地球環境を取り巻く状況は、その
深刻の度を一段と深めております。このような状況のもと当行は、琵琶湖畔に本拠を
置く企業の社会的責任（CSR）として、経営に環境を取り込んだ「環境経営」と、金融
に環境を組み込んだ「環境金融」を実践、多面的な活動を展開してまいりました。
　本年は、COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）が10月、「ポスト京都議
定書」に向けたCOP16（気候変動枠組条約第16回締約国会議）が11月にそれぞれ開催予定で、気候変動
や生物多様性など人類共通の課題は大きなターニングポイントを迎える年と考えます。そして両会議の開催は、
私たち一人ひとりに環境意識の一層の高揚とともに、「自然からの恩恵はタダ」とする旧来の発想の見直しを鋭
く迫ってくることでしょう。
　当行は今日まで、本業の「金融」の使命と役割を十分に認識しながら、「環境対応型金融商品・サービス」
や「生物多様性保全に資する商品」の開発・提供などの「環境金融」の実践に努めてまいりました。
　具体的には、地域との連携を念頭に、未来を担う子どもたちのための「学校ビオトープ（生き物が棲む場所）
づくり」への助成や、太陽光発電システムの導入支援とともに琵琶湖の固有種・ニゴロブナの放流事業に資
金を拠出する「カーボンニュートラルローン 未来よし」の取り扱いなど、多様な取り組みを展開しております。加
えて、昨年11月には、生物多様性保全の普及・啓発をめざす当行独自の「生物多様性格付（PLB格付BD）」
を全国の金融機関に先駆けて運用を開始しました。
　一方、これら本業での取り組みと並行して、自らの省資源・省エネルギー活動による「エコオフィス」づくりは
もちろん、役職員による琵琶湖岸のヨシ刈りや外来魚駆除釣りなどの「環境保全活動」に取り組んでおります。
　環境と生物多様性の保全に向けたこれらの取り組みを冊子にまとめ、「地域の皆さまと一層の連携を」との
願いを込め、「CSRリポート2010」を刊行させていただく運びとなりました。今後とも“エコ・ファースト企業”として、
「お金の流れで地球環境を守る」との気概で「環境経営」の実践と充実に努めてまいります。
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